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1回以上/日（多い）
1回以上/月（少ない）
1回以上/半年（滅多に無い）

死亡、手足の切断、失明、または障害が残る Ⅳ 重大災害

骨折等で入院が必要だが完治する Ⅲ 休業災害

通院は必要だが翌日から労働が可能な程度 Ⅱ 不休災害 山形、日比野、吉田

病院にいかなくても良い程度 Ⅰ 微傷災害

1 歯形成形加工後の初物ﾜｰｸ8個を準備し ﾜｰｸ ﾜｰｸを 品質ﾁｪｯｸ台に持って足に落下させて 打撲する

品質ﾁｪｯｸ台に持って行く いく際

2 ギヤ歯の外径をﾉｷﾞｽで測定する（8個） ﾉｷﾞｽ ﾉｷﾞｽで 測定する際 足に落下させて 打撲する

3 測定した数値を成形加工ﾁｪｯｸｼｰﾄに記入する 筆記用具（ﾍﾟﾝ） ﾁｪｯｸｼｰﾄに 記入する際 ﾍﾟﾝ先（芯）が折れて切創する

自身に当たり

4 ﾉｷﾞｽを元の位置へ戻す ﾉｷﾞｽ ﾉｷﾞｽで 測定する際 足に落下させて 打撲する

5 外観を目視確認する ﾜｰｸ ﾜｰｸの 外観を確認する際 足に落下させて 打撲する

（圧痕・歯面ｷｽﾞ・欠肉・割れ等）

6 確認した結果を成形加工ﾁｪｯｸｼｰﾄに記入する 筆記用具（ﾍﾟﾝ） ﾁｪｯｸｼｰﾄに 記入する際 ﾍﾟﾝ先（芯）が折れて切創する

自身に当たり

7 　【№3ｷﾞﾔのみ】 ﾜｰｸ ﾜｰｸを 確認する際 足に落下させて 打撲する

下面段差の割れの有無を確認する

8 確認した結果を成形加工ﾁｪｯｸｼｰﾄに記入する 筆記用具（ﾍﾟﾝ） ﾁｪｯｸｼｰﾄに 記入する際 ﾍﾟﾝ先（芯）が折れて切創する

自身に当たり

9 　【№1ｷﾞﾔのみ】 ﾜｰｸ ﾜｰｸを 集積治具に置く際 足に落下させて 打撲する

外形・外観ﾁｪｯｸが終わった初物ﾜｰｸ8個を

成形作業台にある位相確認ﾜｰｸ集積治具に

置く

10 品質ﾁｪｯｸ台（位相検査台）へ集積治具を 集積治具 集積治具を 品質ﾁｪｯｸ台に置く際足に落下させて 打撲する

持っていき、【位相確認前】置き場へ治具を

ｾｯﾄする
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※リスクの部分は、数値で記入のこと ～が ～なので ～して ～なる

感
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作業名 成形工程初物チェック作業

怪我の程度 レベル

10点 13～19

評価者 山形、日比野、吉田

3点 6～9

1点 3～5

4点 可能性が高い：　かなりの注意していないと避けられない、気付かない

工程名 成形工程

1点 2点 可能性がある：　注意していればよけられる、気付く

リスクアセスメント(調査見積り・評価)表 ページ

設備名

危険源に近づく頻度 可能性
3点 6点 確実：　避けられない、気付かない
2点

シート№：
1点 殆ど無い：　簡単によけられる、気付く

評価実施日：2024/9/16
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